
　３月４日（日）サントリーホール・リハーサル室にて

堀了介先生によるチェロサロンを開催いたしました。小

学２年生から長年の経験者の方、また会員非会員合わせ

て、２０名以上の方にご参加いただいて、大変盛り上がり

ました。

　今回は「少しでも上手に弾く方法」というテーマのもと、

クリニック・アンサンブル共に堀先生より基礎的な部分

に立ち戻って温かくも本質を突くご指導をいただきまし

た。クリニックでは、堀先生が幼少時に怪我をされてい

た頃のボーイング練習のお話、当時の斎藤秀雄先生のご

指導の様子、エチュードや型を押さえることの重要性、

演奏にあたってメロディーの中でも特に大事な音を捉え

ること、等々、貴重なお話を伺いました。後半は１６名で

の大きなアンサンブルとなり、４パートに分かれてヘン

デルの「パッサカリア」を演奏しました。参加者の皆さ

んにはチェロの響き合いを楽しんでいただけたようです。

　アンサンブルの終了後は、堀先生を囲んでの歓談とな

りました。先生に質問をされる方がいらっしゃる傍らで、

上野さん（会員の加藤美千代さんのお誘いで、クリニッ

クにご参加）や、常連の会員の石島さんを中心に初参加

の方々がお話されていたり、また小２で参加した高橋勇

人（はやと）君とお母様にどのように練習されているの

か質問が飛んだり……と、最後まで和やかな雰囲気の

チェロサロンでした。

ご参加くださった皆様、ご協力くださった皆様に心より

御礼申し上げます。

　

◇日　　時　３月４日（日）　１４:００～１６:００

　　　　　　　　　　　　　（１６:３０以降まで延長）

◇会　　場　サントリーホール・リハーサル室

◇主　　宰　堀　了介先生（日本チェロ協会評議委員）

◇参加人数　２３名：講師１名、会員１０名、一般１２名

　　　　　　（クリニック参加者４名、アンサンブル参加

　　　　　　者１６名、聴講のみ６名）

参　加　者　の　声

　　上　野　弘一郎さん（非会員）
◆

　３月４日のチェロサロンではいろいろお世話になり、
誠にありがとうございました。
　会員の加藤美千代様からお勧め頂いたので、初めて参
加させて頂きましたが、お蔭をもちまして大変楽しい時
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間を過ごさせて頂きました。クリニックでは堀先生にご
指導いただき、基礎をやっていなかったのを反省させら
れました。有名な先生に聴いていただくなど思いも寄ら
なかったので、すっかり上がってしまいましたが、良い
経験になりました。今までは倉田先生のビデオなどみて
自己流で練習していましたが、ご迷惑でなければ、今後
もアンサンブルなど参加させていただければ幸いです。
退職後、初めてチェロを始めたものですから、若い人の

ようなペ－スでは上達しませんが、ボランティア活動の
傍ら、楽しみに練習しています。
昨年も、堀先生がアンサンブルを指揮するときれいにま
とまるので、感心しましたが、今回アンサンブルのご指
導を目のあたりにして、このようにしてまとめていくの
だということがわかり、勉強になりました。今後もよろ
しくお願いします。

　　　徳　永　文　子さん（R-205）
◆

　久しぶりに参加できました。しかも生徒でしたので緊
張していましたが、堀先生から目からウロコのアドバイ
ス、シューマンの曲の特徴の話しなども興味深く、ほん
とうに夢のような時間でした。他の生徒さんへのアドバ
イスも心に残るものでした。生意気なことを申し上げま
すが、テーマを裏切らない内容だったと思います。
　スタッフの方々のさりげない気配りにいつも感心感謝
です。また次回を楽しみにしています。ありがとうござ
いました。

第４第４回回
評議委員評議委員会会
を開を開催催

　
　３月２３日（金）に「２００６年度第４回評議委員会」が開
催され、以下の内容で承認されましたのでご報告いたし
ます。

◇開催日時：２００７年３月２３日（金）　１４:００～１６：００
◇会　　場：サントリーホール・会議室
◇出　席　者：（会長）堤剛、（副会長）中島顕、
　〔８名・　（評議委員）山崎伸子、倉田澄子、児玉真、
　　敬称略〕　（事務局）飯田芳憲、竹田洋太郎、松岡麻弥
◇議　　題：
　　１．２００６年度活動報告
　　２．２００６年度会計報告
　　３．２００７年度活動予定
　　４．２００７年度予算について
　　５．協会事務局運営について

◆2006年度活動報告
　○　総会・評議委員会開催
　　　・総会　５月２０日（土）
　　　　　　　於：サントリーホール・リハーサル室　
　　　・評議委員会　年三回開催（５月、１０月、３月）
　○　会報発行
　　　年２回発行（６月、１月）
　　　会員数１７４名（２００７年１月現在）

　○　ホームページ運営
　○　チェロサロン開催
　　　年２回開催
　　　・４月１５日（土）チェロサロンin京都（上村昇先生）
　　　　　　　　　於：京都ぱるるプラザ　２０名参加
　　　・３月４日（日）チェロサロン（堀先生）　　　　
　　　　　　　　　於：サントリーホール・リハーサル
　　　　　　　　　　　室　２３名参加
　○　特別イベント開催
　　　１１月４日（土）会員による「チェロの音楽会」開催
　　　　　　　　　於：サントリーホール小ホール
　○　マスタークラスへの協力
　　　・１１月１１日　神奈川県県民ホール主催「シューマ

ン・プロジェクト」イッサーリス・
マスタークラスに‘協力’参加。

　○　カサド国際チェロコンクールへの協力
　　・名義後援
　　・次回２００９年開催決定

◆2006年度会計報告
　表１参照

◆2007年度活動予定
　○　総会、評議委員会開催
　　　ａ.総会　今年度は開催なし
　　　ｂ.評議委員会　年３回開催する
　　　　　　　　　　（５月、１０月、３月予定）
　○　会報発行
　　　年２回発行予定（９月、１月）
　　　（２７号・９月発行予定：チェロサロン３月、８月
　　　　の報告他）
　○　ホームページ運営
　　　４月デザインリニューアル、著作物情報の掲載開始
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　○　チェロサロン開催
　　　年２回開催
　　　・８月４日（土）チェロサロンin大阪（斎藤建寛
　　　　先生）予定　於：大阪市立中央青年センター
　　　・１２月～３月　講師未定　
　　　　　　　　　　候補地：サントリーホール、広島
　○　マスタークラス
　　　年１回開催

　　　講師・開催日程・開催地　未定

◆2007年度予算
　表２参照

◆協会事務局運営について
　　○サントリーホール休館のため８月まで事務所移転。
　　○事務局スタッフの変更
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（単位 ： 円）【収入の部】

摘 　　　　　  要2006年度決算額2006年度予算額項 　　　　  目 予実差異
法人 ：320,000（2社） 一般： 750,000（125名×6,000） 学生 ：90,000（30名×3,000） 
入会金：12,000（12名×1,000） -33,000  1,172,000  1,205,000 会   費

チェロサロンin京都16名、チェロの音楽会93名、チェロサロン11名 40,000  120,000  80,000 入 場 券
受取利息 1,180  1,180  - 雑 収 入

 -  1,856,637  1,856,637 前 年 度 繰 越 金

 8,180  3,149,817  3,141,637 計

（単位 ： 円）【支出の部】

摘 　　　　　  要2006年度決算額2006年度予算額項 　　　　  目 予実差異
会報25～26号：131,250×2 -7,500  262,500  270,000 会 報 作 成 費
別途事業用通信費42330円 -39,870  60,130  100,000 通 信 費
封筒18900+レターヘッド37800 36,700  56,700  20,000 便箋・封筒等の制作費
評議委員交通費：92320／監査時軽食代：1,200 -125,990  74,010  200,000 総会・評議委員会経費
宛名ラベル・ちらし用紙2058、振込手数料4620円等 -43,322  6,678  50,000 事 務 諸 経 費
ラベル用紙 -8,740  1,260  10,000 会 員 証 作 成 費
チェロサロンin京都21300＋郵12760+文798+軽食3039+録音24675／チェロの音楽会：郵
14800＋郵14770+文2751+飲食112622／マスタークラス：／チェロサロン：軽食２３５７+文798 -348,549  201,451  550,000 事 業 費

21,000/月＋HPリニューアル費105000円 57,000  357,000  300,000 ホームページ開設運営費

 -  100,000  100,000 カサドコンクール協力

 488,451  2,030,088  1,541,637 次 年 度 へ の 繰 越 し

 8,180  3,149,817  3,141,637 計

日本チェロ協会　200６年度決算報告　　　　２００７年３月３１日

（単位 ： 円）【収入の部】

摘 　　　　　  要2007年度予算額2006年度決算額項 　　　　  目
法人 ：320,000（2社） 一般： 750,000（125名×6,000） 学生 ：120,000（40名×3,000） 
入会金：15,000（15名×1,000） 1,120,000  1,172,000 会   費

マスタークラス、チェロサロン,特別イベント 80,000  120,000 入 場 券
受取利息 -  1,180 雑 収 入

 2,030,088  1,856,637 前 年 度 繰 越 金
 3,230,088  3,149,817 計

（単位 ： 円）【支出の部】

摘 　　　　　  要2007年度予算額2006年度決算額項 　　　　  目

131,250円×2回（第27～28号） 270,000  262,500 会 報 作 成 費
会員証、会報、イベントちらし等発送 100,000  60,130 通 信 費

 20,000  56,700 便箋・封筒等の制作費
総会・評議委員会軽食代、交通費 200,000  74,010 総会・評議委員会経費
宛名ラベル、プリンターインク、振込手数料 50,000  6,678 事 務 諸 経 費
会員証台紙 10,000  1,260 会 員 証 作 成 費
マスタークラス1回：200,000／チェロサロン2回（東京、大阪）：100,000／特別イベント：100,000 400,000  201,451 事 業 費
メンテナンス21,000円×12ケ月／コンテンツ作成　50,000円 300,000  357,000 ホームページ開設運営費

 -  100,000 カサドコンクール協力
 200,000  - 予 備 費
 1,680,088  2,030,088 次 年 度 へ の 繰 越 し
 3,230,088  3,149,817 計

　　日本チェロ協会　200７年度予算　　　　２００７年３月３１日

［表１］

［表２］
［2007年6月12日（金）監査承認済］

［2007年6月12日（金）監査承認済］



ルイス・クラレット氏
チェロ公開マスタークラス

開催のご案内
　１０月２７日（土）に今春東京ミッドタウンに新たにオー
プンしましたサントリー美術館内ホールにて、講師にル
イス・クラレット氏をお招きしてマスタークラスを開催
いたします。
　美術館のホールという場所でのクラレット氏によるマ
スタークラスは、大変貴重な機会になることと思います。
　より多くの方に聴講いただけますよう、お申し込みを
お待ちしております。

◇日　時：２００７年１０月２７日（土）１４：００開演（１３：３０開場）
◇場　所：サントリー美術館(東京ミッドタウン　ガー

デンサイト)６Fホール
　　　　　※都営地下鉄大江戸線六本木駅・東京メトロ
　　　　　　日比谷線六本木駅直結
　　　　　※当日美術館は休館となっております
◇入場料：会員＝無料　　非会員＝１,０００円　（会員以外

の方もお誘い合わせのうえお越しください）

　ルイス・クラレット Lluis Claret 氏　プロフィール　
　９歳で音楽教育を受け始め、リセウの
音楽院を優等で卒業し、ついで、エン
リック・カザルス（パブロ・カザルスの
弟、チェリストではない）から音楽教育
を受ける。また、フランス、イタリア、

アメリカで、モーリス・ジャンドロン等から教えを受け
た。
　ボローニャ（１９７５年）、カザルス（１９７６年）、ロストロ
ポーヴィチ（１９７７年）の各国際コンクールに優勝した後、
ワシントン・ナショナル管、モスクワフイル、フランス
国立管、イギリス室内管、フィルハーモニア・フンガリ
カ、チェコ・フィルなど世界各地のメジャー・オーケス
トラに招請され、ピエール・ブーレーズ、カール・ミュ
ンヒンガー、ドミトリ・キタエンコ、ヴィトルド・ルト
スワウスキ、ジョージ・マルコム、ヴァツラフ・ノイマ
ン、ムスティスラフ・ロストロポーヴィチらの巨匠の指
揮で演奏を重ねる。 
　こうした演奏に加え、クラレットは室内楽にも力を注
いでいる。バルセロナ・トリオ（１９８１～１９９３）の創立メ
ンバーであり、著名な音楽家と度々共演している。 
　また、国際コンクール（ロストロポーヴィチ／パリ、
レナード・ローズ／ワシントン、パウロ／ヘルシンキ、
トラバーニ／シチリア〉の審査員として定期的に参加す
るほか、音楽学校や音楽院など（アンドラ、バルセロナ、
トゥールーズ、ボローニャ、ヴィック、バンフ、アカデ
ミー・ラヴェル、サン・ミゲル・ド・キュサ）で指導に
あたっている。
　レパートリーはバッハから現代作曲家まで多岐にわた
り、特に現代作曲家（デュティユー、ルトスワフスキ、
ブーレーズ、クセナキス等）から多くの作品を献呈され、
初演を行っている。 
　また、クラレットはハルモニア・ムンディとアウヴィ
デス両レーベルに多くのレコーディングを残している。 

　２００７年１１月３日、苅田雅治介先生を講師にお迎えし開
催を予定しております。これまでのチェロサロンに参加
されている方も初めての方も、奮ってご参加ください。
詳細・申込み方法については、ホームページおよび同封
のチラシをご覧ください。皆様のお申し込みを心よりお
待ち申し上げます。

◇日　時：２００７年１１月３日（日）１４：００～１６：００予定
◇場　所：サントリーホール・リハーサル室
◇主　宰：苅田雅治先生（日本チェロ協会評議委員）

捌チェロサロン中止のお知らせとお詫び
　８月４日に予定していた斎藤先生によるチェロサロン
は都合により中止になりました。お申し込みいただいた
皆様にはご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。
またの機会のお申し込みをお待ちしております。

捌HPリニューアルのお知らせ
　９月よりHPをリニューアルいたします。会員の皆様の
新たな情報をお待ちしております。皆様にご活用してい
ただけるサイト作りを目指していきますので、どうぞよ
ろしくお願い致します。

捌会員更新のお願い
　４月に会員の皆様に更新の手続きをご案内させていた
だきました。引き続き、会員更新を受け付けております
ので、是非本年度も会員継続をお願い致します。尚、ご
入金にも関わらず会員証が届いていない場合はご一報く
ださいますようお願い申し上げます。

捌お知らせ
　４月より松岡麻弥に代わり、東 英絵〈アズマハナエ〉が
専任として事務局を担当いたします。
　同時に事務局へのご連絡方法を下記の通り変更させて
いただきます。度々の変更で会員の皆様にはご迷惑をお
かけいたしますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　電　　話：０３-３５０５-１０１０（火曜日・金曜日 １０:００～１７:３０）
　ファックス：０３-３５０５-１０２５

編集後記
　
　４月より事務局を担当することになりました東と申します。チェ
ロを演奏した経験は残念ながらございませんが、これを機に
チェロについて学び、チェロと深く関わることができたら、と思っ
ております。１０月のマスタークラス、１１月のチェロサロンなどこれ
からの協会の催しにて会員の皆様にお目にかかれるのを楽し
みにしております。
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次回“チェロサロン”開催のお知らせ

事務局より


